
令和７年度岩手県小・中学校学習定着度状況調査の結果（概要）

令和７年度岩手県小・中学校学習定着度状況調査の概要１

調査の目的 ・本県小・中・義務教育学校において、
児童生徒一人ひとりの定着状況と分析結果から
つまずきの内容や要因を把握し、
一人ひとりを伸ばす指導の充実を図る

・明らかになった学習指導上の問題点を、
各種研修会や学校訪問指導等の様々な教育施策
に反映させることにより、
本県すべての教員の指導力向上に資する

調 査 概 要 調査実施日
①児童生徒：令和７年10月１日（水）
②学 校：令和７年９月24日（水）～10月１日（水）

調査対象
①児童生徒：公立小学校第５学年（8,653人）、公立中学校第２学年（9,052人）
②学 校：公立小学校等（258校）、公立中学校等（143校）

調査事項
①児童生徒：教科調査〔小：国語・算数、中：数学・英語〕／質問調査
②学 校：質問調査

調査問題

① 学習指導要領が各教科で育成を目指す資質・能力（知識及び技能や思考力、判断力、表現力等）
を問う問題を出題。

② 経年比較問題として、過去調査分析より、課題とされた内容の改善状況や、定着が図られている
内容の状況を問う出題

③ 英語については、①，②に加えて、令和５年度全国学力・学習状況調査を踏まえて出題
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教科に関する調査結果（小学校国語）２

・【２】の反応率は20.5％である。このように解答した児童は、
「たもんはかたうでをのばして、さおをいっぱいにたてた」の叙
述のみに着目し、この直後に魚があみに入ったと判断したと考え
られる。

・この後をさらに読むと、「たもあみを水面につき出した」「たも
あみの中で、魚がバタバタ大暴れした」とあり、この２つの叙述
の間に魚があみに入ったことがわかる。場面の展開を捉えるため
には、１つの叙述から登場人物の行動や気持ちを捉えるのではな
く、複数の叙述を基に物語全体の登場人物の行動や気持ちを捉え
ることが必要である。

【第３・４学年】〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ読むこと
（１）イ 登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えること。

登場人物の行動や場面の様子を表す叙
述を基に、場面が移り変わったところを
捉えることができるかどうかをみる問題

小学校国語
大問３（２）

正答例 【３】正答率56.1％

誤答例 【２】反応率20.5％

● 場面の展開を捉えて読むことに課題が見られる。

→ 物語全体の登場人物の行動や気持ちを捉え、場面の展開を捉えて読むことができるようにする。
※（１）エ「登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像すること」につなげる。
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教科に関する調査結果（小学校算数）２

・①の反応率は25.7％であり、このように解答した児童は、基準量
と比較量、割合（倍）の関係を捉えないまま、問題文の「270
円」と「1.5倍」から、「270×1.5＝□」の式を選択したと考え
られる。

・除法の意味としては、乗法の逆として、割合を求める場合と、本
問のように基準量を求める場合とがあるが、整数だけでなく小数
にもそのまま当てはまると考え、捉えなおすことについて引き続
き課題がある。公式や言葉の式だけでなく、数直線や図を用いる
などわかりやすくすることが大切である。また、はじめに乗法の
式に表してから、除法で求めるという考えを用いることも大切で
ある。

【第５学年】Ａ数と計算（3）小数の乗法，除法
ア(ア) 乗数や除数が小数である場合の小数の乗法及び除法の意味について

理解すること。

小数倍の場面の数量の関係を、□を使っ
た式に表すことができるかどうかをみる
問題

小学校算数
大問２（３）

正答例 ④ □×1.5＝270（正答率60.5％）

誤答例 ① 270×1.5＝□（反応率25.7％）

● 比較量と割合（小数倍）から基準量を求める場面で、数量の関係を捉えることに課題が見られる。

→ 同じ場面の中で、比較量を問う問題から、基準量を問う問題、割合（倍）を問う問題を、一連の活動として取り入れ、
比較量、基準量、割合（倍）の求め方を、統合的に捉えることができるようにする



Oh, I see! An outline needs both the story and the message. Option 3 is the best!

教科に関する調査結果（中学校英語）２
（２）読むこと
イ 日常的な話題について、簡単な語句や文で書かれた短い文章の概要を捉
えることができるようにする。

AIについて書かれた英字新聞の記事を読ん
で、文章の概要として最も適切なものを選ぶ
ことができるかどうかをみる問題

中学校英語
大問７

１
15.4％

The writerʼs class had an art project. Some students wanted to use AI 
when they made a picture. Then the teacher said they could use AI 
pictures. The picture was nice, so he and his classmates liked it very much.

２
34.2％

AI is useful, but the writer thinks making things by himself is important. 
If he doesnʼt use AI, he can think more, learn more, and enjoy making 
things. He wants to think and make new things with his own ideas.

３◎
29.5％

The writer and his classmates wanted to use AI for an art project. But 
they worked together and made their own picture. It wasnʼt perfect, but 
they liked it.He learned that making things by himself is important.

４
18.3％

The writerʼs class had an art project. They needed a picture for the 
school festival. Some classmates didnʼt have ideas, so they used AI. But the 
teacher didnʼt like using AI for the project.

● 文と文との関係を正確に読み取り、短い文章の概要を捉えることに課題が見られる。

→まとまりのある文章を最初から最後まで読み、書き手が述べていることの大まかな内容を捉えることができるようにする。
＜参考＞全国学力・学習状況調査授業アイディア例（R5短い文章の概要を捉える力を育成するための学習過程）



教科に関する調査結果（中学校数学）２
【第１学年】D データの活用（１）データの分布
イ(ア) 目的に応じてデータを収集して分析し、そのデータの分布の傾向を

読み取り、批判的に考察し、判断すること。

２つのヒストグラムを比較し、どちらを
選ぶか判断し、その理由を説明できるか
どうかをみる問題

中学校数学
大問５（２）

正答例
（アを選択）最頻値は、優真さんが18点で、
俊太さんの10点より大きいから、優真さんを
選びます。（正答率51.8％）

誤答例
（アを選択）優真さんのほうが安定して得点を
決めているから。

● 資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに課題が見られる。

→ データの分布の特徴について、日常的な表現等を代表地など統計的な指標を根拠として見直し、表現を洗練する活動を
取り入れ、的確に表現できるようにする ＜参考＞全国学力・学習状況調査授業アイディア例（H24スキージャンプ，R4コマ回し）



質問調査結果（児童生徒、学校）３

学習指導要領の趣旨を踏まえた取組

◇ 昨年度と同様に、約80％の児童生徒が「主体的・対話的で深い学び」に
取り組んだと考えている。中学校第２学年については、R5新入生学調から
８ポイント減少している。

授業中、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる
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◇ 多くの児童生徒（小82％、中72％）が「学習の振り返り」に取り組み、
次の学習につなげたと考えている。学校質問調査（小99％、中98％）と認
識のズレがあるなら、解消を図りたい。

わかった点や、わからなかった点を見直し、次の学習につなげている
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※ 小学校は、学年が上がる
につれて上昇し、AP目標
値を上回っている。
中学校のピークが入学時

では寂しい。

学校の組織的な取組

◇ ほぼ全ての小中学校が、「確かな学力育成プラン」に基づいて組織的に取
り組んでいる。積極肯定（小75％、中58％）もAP目標値を上回っている。

【学校】「確かな学力育成プラン」に基づいて組織的に取り組んでいる

■１取り組んでいる ■２どちらかといえば取り組んでいる
■３どちらかといえば、取り組んでいない ■４取り組んでいない
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◇ R7全国学調で成果を上げた学校の取組例として取り上げた「複数回の
CAPDサイクル」についても多くの学校が計画している。中学校では、積極
肯定のほうが各教科の正答率が高くなるといった相関が見られない。

【学校】年間複数回CAPDサイクルが回るように計画している
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調査結果を踏まえた当面の取組

① 検証改善サイクルの質を高め、全学年・全教科の指導改善を支援する。

② 各教科の内容、育成を目指す資質・能力を再確認し、学習評価の充実を図る。

③「指導改善の手引き」等で、深い学びの実現を図る授業づくりを支援する。
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